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患者の身体拘束を減らしたい
本格的な開発は企業と一緒に

　千葉駅からバスで約15分の千葉
大学亥

いのはな
鼻キャンパス。ここで看護理

工学を専門として研究する雨宮歩
講師は、医療機器メーカーのアイ・メ
デックスホールディングス（千葉市）、
泉中央病院（千葉市）と共同で「リ
ガード」というプロジェクトを立ち上
げ、認知機能が低下した患者を対象
に、身体拘束を減らすことを目的と
した接触検知センサーを使ったシス
テムの開発に取り組んでいる。
　研究のモチベーションとなってい
るのは「誰一人取り残さず、尊厳ある
認知症ケアを実現したい」という強

い思いだ。認知機能が低下している
患者は、無意識のうちに点滴チュー
ブなどを触って自己抜去することが
あるが、そうなると治療が中断し、再
処置が必要になる。これを防ぐため
に多くの病院では、認知症の患者に
対しやむなく身体拘束をしている

（図1）。研究者になる前は看護師と
して病院で勤務していた雨宮さん自
身、身体拘束せざるを得ない場面が
何度かあったという。
　「患者さんの身体拘束を減らして、
かつ医療現場の負担も増やさない
安全な方法はないかと以前から考え
ていました」と雨宮さんは語る。実際
に研究開発を始めたのは約10年前
からだ。患者が点滴のチューブなど

に触ると反 応 するセン
サーを用いて、自己抜去
につながる可能性の高い
動作を検知しようと考え
た。当初は、雨宮さんが一
人で試作機を製作してい
たが、本格的な開発には
企業と連携する必要があ
ると考え、2017年にアイ・

メデックスホールディングスの市田
誠社長に声をかけた。

接触検知シートは波形にカット
病院で有用性と高精度を実証

　医療機器メーカーが加わったこと
で、研究開発は大きく進んだ。雨宮さ
んがすでに考えていた大まかな仕組
みをベースに、市田さんの会社と雨
宮さんの研究室が共同でセンサー部
分に具体的な工夫を重ねた。最終的
には、点滴の針を刺して固定している
部位の接触検知センサーシートに手
や指が触れたことを検知する方式を
採用した。センサーシートは幅6.0セ
ンチメートル・長さ13.7センチメート
ルで「高齢者の細い腕にもフィットす
るように、シートの形は長方形ではな
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図2　システムは、接触を検知するセンサー
シートとタブレットのセットで構成される。使用
する際は患者の点滴刺入部に包帯を巻き、そ
の上にシートを貼り付ける。

図1　点滴の管や針が抜けた場合には入れ直す必要があるが、高齢
患者の場合、点滴の針が入りにくく、痛みも伴う。自己抜去を防ぐた
めに身体拘束が実施されているが、患者にとっても看護師にとって
もデメリットが大きい。

病院・施設での問題

身体拘束による自己抜去の防止

認知機能が低下している方の
点滴などの自己抜去

対 応 策

患者の尊厳を損なう
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く波型にカットし、シートに貼られた
回路は患者が気にならないような色
合いにしました」と市田さんは工夫
を語る（図2）。
　患者の接触にセンサーが反応す
ると、ナースステーションのタブレッ
トに「検知しています」と表示され、音
も鳴るようにシステムを設計した。こ
のソフトウエアも一から開発したも
のだ。また、患者が点滴を気にしてさ
ぐるような動きのみ検知できるよう、
1.5秒間に2回以上触った場合に検
知する設定にしているという（図3）。
これは、雨宮さんが臨床現場を熟知
しているからこその細かい設定とい
えるだろう。
　システムの完成後、病院での実証
調査のために雨宮さんはいくつも
の病院に話を持ち掛けた。しかし、
医療現場への新しい機器の持ち込
みは非常にハードルが高く、協力し
てくれる病院はなかなか見つからな
かった。そんな時、市田さんが古く
からの友人で外科医の山

やまはつ
初和也さ

んを紹介してくれた。山初さんが勤
務していた病院を退職し、実家が経
営する泉中央病院の外科部長に就
いたタイミングだった。
　山初さんは「患者さんのメリット
になって、職員の負担軽減にもつな
がる研究ならぜひ協力したいと思い
ました」と調査を引き受けた当時の
ことを振り返る。98床と小～中規模
の病院であり、山初さんが病棟の管

理責任者だったことも
幸いした。調査は数人
の患者から始めて、最
終的には14人が参加
した。調査に参加して
もらう際には、雨宮さ
んが家族と患者本人
に丁寧に説明した。家

族からは「身体拘束をしないでもら
えるなら、ぜひお願いしたい」という
声が多かったそうだ。
　病院での調査の結果、このシステ
ムを使用した場合には、調査時間
480分のうち440分の間、身体拘
束を解除できた。一方、システムを
使用しない場合、拘束を解除できた
時間は480分中わずか8分にとどま
り、このシステムの有用性が証明さ
れた。雨宮さんは「システムを使わ
ない場合、身体拘束を外すと患者さ
んが気になって触ってしまったり、
看護師が不安に感じてすぐに拘束
したりするというケースが多かった
ようです」と補足する。また、合計70
時間の使用で誤報はわずか2件で、
精度の高さも示すことができた。

循環型、速度と理解度が長所
検討課題は販売後のサポート

　接触検知センサーシステムによっ
て身体拘束の削減を目指すリガード
プロジェクトは、科学技術・イノベー
ションによって社会課題を解決する
取り組みをJSTが表彰する「STI for 
SDGs」アワードの2025年度文部

科学大臣賞を受賞した。また今回の
研究開発は、大学と企業、医療現場
が連携し、現場での検証と大学での
改良を繰り返す循環型開発で進め
ていることも注目された。
　雨宮さんは、循環型開発の長所と
して、スピード感と理解度の深さを
挙げる。「多くの場合、企業の方は研
究者が伝えた情報を基に機器など
を開発しますが、今回は市田さんが
自ら病院に来て実際の状況を見て
くれていたので、必要な改良をス
ピーディーに進めることができまし
た」。山初さんが責任者として現場
にいたことで、病院側ともスムーズ
に連携できたそうだ。市田さんは

「海外では循環型開発が当たり前に
なっています。今後は日本でも徐々
に取り入れられていくのではないか
と思います」と語る。
　現在は、リガードの法人化につい
ても話し合っているという。事業化
に向けた課題のうち、雨宮さんが
もっとも重要だと考えているのは販
売後のサポートだ。「販売して終わり
ではなく現場の看護師さんに対す
るサポートまで考えていきたいです
ね」と語る。
　雨宮さんは2023年からJSTの創
発的研究支援事業で在宅介護にお
ける認知機能低下の早期発見研究
にも取り組んでいる。病院と自宅の
両方で、誰一人取り残さない「人生
の最期まで尊厳が守られる社会」の
実現に思いをはせる。
（TEXT：肥後紀子、PHOTO：島本絵梨佳）

「STI for SDGs」アワード 2025年度文部科学大臣賞
「尊厳ある暮らしと寄り添うケアを支えるシステム開発」

図3　センサーシートには2つの回路が張り巡らされていて、同時に触れる
と接触を検知し、通知を送信するようになっている。検知時の警告音は、他
の医療機器で鳴るアラームや心電図の音と混同しないように音の高さな
どを工夫している。また、検知時の病室の画像も表示可能で、看護師がす
ぐに病室に駆け付ける必要があるかどうかも、タブレット上で確認できる。

通
知1.5秒間に

2回以上触ると

2026年度「STI for SDGs」アワードのエントリー締切は
6月1日（月）正午です。詳細はウェブサイトをご覧ください。
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